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分
場
は
、
本
年
３
月
末
で
98
㌫
ま

で
埋
め
立
て
た
た
め
、
現
在
第
２

最
終
処
分
場
を
建
設
し
て
い
ま

す
。
最
終
処
分
場
は
、
10
万
立
方

㍍
を
超
え
る
体
積
が
必
要
と
な

り
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
広
大
な
敷

地
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
を
焼
却
す
る
際
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

が
発
生
し
ま
す
。地
球
温
暖
化
は
、

大
雨
に
よ
る
災
害
を
発
生
さ
せ
た

り
、
動
植
物
の
生
態
系
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
を
も
た
ら
す
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
が
進
行
す

れ
ば
、
さ
ら
に
深
刻
な
問
題
が
発

生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
み
減
量
は
特
別
難
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
と
こ

ろ
で
は
ご
は
ん
は
残
さ
な
い
、
詰

め
替
え
商
品
に
す
る
、
ご
み
と
分

別
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
で
減
ら

せ
ま
す
。
資
源
ご
み
も
下
図
の
よ

う
に
分
別
す
る
だ
け
で
す
。

　

ご
み
の
減
量
は
地
球
温
暖
化
対

策
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
ご
み
処

理
施
設
の
管
理
費
や
処
分
費
を
減

ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
ご
み
の
減
量
化

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
た
ご
み
は
、
豊
里
町
の
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て

い
ま
す
。
び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
、資
源
に
な
る
も
の
は
、

米
山
町
の
登
米
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

協
同
組
合
の
資
源
化
協
同
施
設
に

集
め
ら
れ
、
細
分
別
な
ど
に
よ
り

付
加
価
値
を
高
め
て
売
却
し
て
い

ま
す
。

　

資
源
ご
み
を
除
く
処
分
ご
み
の

量
は
、
年
間
約
２
万
３
千
㌧
で

す
。
こ
れ
を
収
集
・
運
搬
、
焼

却
な
ど
を
す
る
た
め
、
年
間
約

６
億
５
千
万
円
が
処
分
費
用
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

処
分
ご
み
の
う
ち
、
可
燃
ご
み

の
量
は
１
万
９
千
㌧
。
こ
の
中
に

は
、
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
で
き

る
品
目
が
混
入
し
て
い
ま
す
。
分

別
す
れ
ば
ご
み
を
減
ら
せ
ま
す
。

資
源
ご
み
は
市
が
無
料
回
収
し
て

い
ま
す
の
で
、
家
計
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、可
燃
ご
み
を
燃
や
す
と
、

焼
却
灰
が
発
生
し
ま
す
。
焼
却
灰

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
近
く
に

あ
る
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に

埋
め
立
て
て
い
ま
す
。
１
９
９
０

年
に
建
設
さ
れ
た
現
在
の
最
終
処

主な資源ごみの出し方

※収集場所は、各地区所定のリサイクルステーションです。
※収集日などは、各地区で違いますので、詳しくは、全世帯に配布されている「ごみ・リサイクル・し尿収集カレンダー」
または、市ホームページ（http://www.city.tome.miyagi.jp/kurashi/kankyo/syusyukarenda.html）をご覧ください。
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食
品
ス
ー
パ
ー
で
毎
日
発
生

す
る
野
菜
や
果
物
の
廃
棄
物

は
、
有
機
質
肥
料
に
し
て
い
ま

す
。
肥
料
は
、
市
内
の
契
約
農

家
や
自
社
で
使
用
し
、
コ
メ
や

野
菜
な
ど
を
生
産
。
さ
ら
に
生

産
し
た
コ
メ
を
加
工
し
て
味
噌

や
酒
を
作
り
、
ウ
ジ
エ
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
循

環
さ
せ
る
こ
と
で
、
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
率
70
㌫
を
達
成
。
ご
み

の
リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑
制
）、

リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）、
リ
サ
イ

ク
ル（
再
生
利
用
）に
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、

２
０
１
５
年
度
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

功
労
者
等
表
彰
で
、
最
高
賞
の

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
や
、
低

炭
素
杯
２
０
１
４
環
境
大
臣
賞

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　

当
社
は
県
内
に
29
店
舗
あ

り
、
１
日
当
た
り
に
発
生
す

る
生
ご
み
の
量
は
約
４
０
０

㌔
。
減
ら
す
努
力
は
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
程
度
の
量
は
発
生

し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

組
む
前
は
、
生
ご
み
を
可
燃
ご

み
と
し
て
処
分
し
て
お
り
、
地

球
温
暖
化
な
ど
環
境
に
与
え
る

影
響
を
懸
念
。
環
境
に
や
さ
し

い
処
理
方
法
を
模
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
10
年
に
現
在
使
用
し

て
い
る
有
機
質
肥
料
を
作
る
装

置
と
出
会
い
ま
し
た
。
こ
の
装

置
は
、
24
時
間
で
生
ご
み
を
完

熟
発
酵
。
毎
日
生
ご
み
が
発
生

す
る
ス
ー
パ
ー
に
と
っ
て
、
24

時
間
で
処
理
で
き
れ
ば
、
ご
み

を
溜
め
ず
に
済
み
ま
す
。
作
業

は
①
生
ご
み
を
投
入
②
出
来
上

が
っ
た
肥
料
を
取
り
出
す
―
と

簡
素
化
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も

作
業
が
で
き
ま
す
。

　

元
々
当
社
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

と
障
が
い
者
雇
用
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。装
置
は
、

障
が
い
者
で
も
作
業
し
や
す
い

も
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
農
家
と
連
携
し

て
新
た
に
商
品
を
作
る
な
ど
、

一
石
多
鳥
の
取
り
組
み
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
取
り
組
み
を

利
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
家
庭
の
生
ご
み
を
お
持

ち
い
た
だ
き
、
そ
の
分
の
肥
料

と
交
換
。
そ
の
肥
料
を
使
っ
て

野
菜
や
花
な
ど
を
育
て
て
も
ら

え
ば
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
れ
ば
、お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

Interview 1

➊

➋
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当
苑
で
は
、
個
人
や
店
舗
な

ど
で
使
用
し
た
廃
食
油
を
回
収

し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
以
下
、「
Ｂ
Ｄ
Ｆ
」）を
作
っ
て

い
ま
す
。
ご
存
じ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
皆
さ
ん
が
大
型
ス
ー

パ
ー
の
店
頭
や
公
民
館
に
出
し

て
い
る
廃
食
油
を
原
料
に
し
て

い
ま
す
。

　

回
収
量
は
年
間
７
万
㍑
で
、

３
分
の
２
が
飲
食
店
や
ス
ー

パ
ー
で
使
用
し
た
油
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
精
製
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ

の
量
は
５
万
㍑
で
、
登
米
市
や

民
間
企
業
の
ほ
か
、
個
人
に
販

売
。残
り
は
、当
苑
で
ボ
イ
ラ
ー

な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
２
０
０
６
年

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
Ｂ

Ｄ
Ｆ
は
、
新
聞
な
ど
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
限
り
あ
る
化
石
燃
料

を
代
替
す
る
燃
料
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
石

巻
市
の
障
が
い
者
施
設
で
、
Ｂ

Ｄ
Ｆ
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
当
苑
で
も
知
的
障
が
い
者

就
労
の
場
の
創
出
と
自
立
の
一

助
に
な
れ
ば
と
始
め
ま
し
た
。

Interview 2

　

取
り
組
み
に
当
た
っ
て
は
市

に
相
談
、
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
市
で
も
Ｂ
Ｄ
Ｆ

化
の
事
業
を
検
討
し
て
お
り
、

と
ん
と
ん
拍
子
で
話
が
進
み
、

約
２
カ
月
で
稼
働
に
こ
ぎ
着
け

ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
反
面
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

冬
場
に
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
廃
食
油
は
、
植
物
系
の

天
ぷ
ら
油
だ
け
を
回
収
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
料
理
に
動
物

系
の
油
も
混
じ
り
ま
す
。
動
物

系
の
油
は
、融
点
が
低
い
の
で
、

凝
固
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

凝
固
す
る
以
外
に
も
課
題
は

あ
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
販
売
量

が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
進
化
に
よ

り
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
が
使
え
な
く
な
っ

て
き
た
の
で
す
。
販
売
量
の
ほ

と
ん
ど
が
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
に

使
わ
れ
て
い
た
の
で
、
影
響
は

大
き
い
で
す
。

　

今
後
、
車
の
燃
料
と
し
て
の

使
用
は
減
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
車
以
外
に
も
ボ
イ
ラ
ー

や
、
建
設
車
両
な
ど
の
燃
料
に

使
え
る
の
で
、
需
要
拡
大
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
事
業
は
、
障
が
い
者

の
就
労
の
場
と
市
民
皆
さ
ん
が

参
加
で
き
る
エ
コ
活
動
。
皆
さ

ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

➊

➋
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ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
は
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら

発
生
す
る
量
を
減
ら
し
、
で
き
る

限
り
資
源
と
し
て
分
別
し
よ
う
と

い
う
考
え
で
進
め
て
い
ま
す
。
ご

み
が
減
る
こ
と
で
、
処
理
施
設
の

延
命
化
や
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。
市
で
は
、
ご
み

の
中
か
ら
再
生
利
用
で
き
る
も

の
を
、
資
源
ご
み
と
し
て
指
定

し
、
回
収
品
目
を
増
や
し
て
き
ま

し
た
。
近
年
で
は
、
紙
製
の
容
器

包
装
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ボ
ト
ル

容
器
や
キ
ャ
ッ
プ
、
ス
プ
レ
ー

缶
、
小
型
の
金
属
類
を
加
え
ま
し

た
。
現
在
13
品
目
を
資
源
と
し
て

回
収
し
、
資
源
化
施
設
で
細
分
別

後
、
取
引
事
業
者
に
売
却
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食

油
を
ス
ー
パ
ー
や
公
民
館
な
ど
で

回
収
し
、
そ
れ
を
原
料
と
し
て
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
精
製
。

軽
油
の
代
わ
り
に
市
民
バ
ス
な
ど

で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
み
や
ぎ
レ
ジ
袋
削

減
協
定
に
参
加
し
、
マ
イ
バ
ッ
グ

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
加
盟

店
で
の
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
は
、

85
㌫
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
市

民
・
事
業
者
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
分
別
の
手
間
や

収
集
・
処
理
費
用
の
負
担
が
少
な

い
資
源
ご
み
を
見
つ
け
、
資
源
回

収
品
目
を
増
や
す
と
と
も
に
、
４

Ｒ（
リ
フ
ュ
ー
ズ
・
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）活
動

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

ご
み
の
減
量
は
、
一
人
一
人
の

行
動
が
大
切
で
す
。
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
や
天
然
資
源
の
消
費
抑

制
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

で
す
ね
。

ご
み
は
分
別
し
て
処
理
し
ま

す
。
び
ん
、
缶
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ボ
ト
ル

容
器
や
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
は
、
資
源

ご
み
と
し
て
集
積
所
に
。
市
で
回

収
し
て
い
な
い
白
色
ト
レ
ー
は
、

洗
っ
て
か
ら
ス
ー
パ
ー
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
て
い
ま
す
。

　

分
別
に
手
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
大
切
な
資
源
を
ご
み
と
し
て

処
分
す
る
の
は
、
も
っ
た
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

以
前
私
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

こ
れ
ま
で
生
ご
み
は
、
可
燃
ご

み
に
出
し
て
い
ま
し
た
。
生
ご
み

は
、
臭
い
が
す
る
し
、
水
を
切
っ

て
も
汁
が
残
る
の
で
、
集
積
所
に

運
ぶ
の
が
大
変
で
し
た
。
夏
場
は

特
に
腐
敗
が
早
い
で
す
か
ら
ね
。

衛
生
上
よ
く
な
い
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
生
ご

み
処
理
機
を
、
２
０
１
５
年
８
月

に
購
入
。
容
量
は
３
㍑
で
、
価
格

は
約
５
万
円
で
し
た
が
、
市
の
補

助
金
を
利
用
し
た
の
で
、
実
質
半

を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ワ
イ
シ
ャ

ツ
に
な
っ
た
り
、
バ
ッ
グ
に
な
っ

た
り
な
ど
、
姿
を
変
え
て
い
ま
し

た
。
見
学
し
た
こ
と
で
、
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
が

沸
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
も

「
何
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
か
」

を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
も
っ

と
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
を
持
っ

て
、
分
別
に
協
力
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

額
で
済
み
ま
し
た
。

　

う
ち
は
３
人
家
族
で
、
生
ご
み

は
１
日
に
三
角
コ
ー
ナ
ー
で
約
１

杯
出
ま
す
。
生
ご
み
処
理
機
の
容

量
と
同
じ
く
ら
い
で
、
処
理
時
間

は
投
入
し
て
約
４
時
間
で
す
。
処

理
し
た
ご
み
は
、
使
う
場
所
が
な

い
の
で
、
可
燃
ご
み
に
捨
て
て
い

ま
す
。
乾
燥
し
て
い
る
の
で
、
汁

は
垂
れ
ま
せ
ん
し
、
軽
く
な
る
の

で
、捨
て
や
す
い
で
す
。
何
よ
り
、

臭
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
、
う

れ
し
い
で
す
ね
。

Interview 3Interview 4
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市
で
は
、
一
般
家
庭
の
生
ご
み

処
理
機
購
入
に
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

購
入
金
額
の
２
分
の

１
（
限
度
額
３
万
円
）

市
民
生
活
部
環

境
課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
６
４

　

県
で
は
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
大
口
利
用

者
を
対
象
に
、
利
用
実
績
に
応
じ

て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

月
間
平
均
千
〜
２
千

㍑
未
満
ま
で
の
使
用
＝
月
３
万
円

※
そ
の
ほ
か
、
使
用
量
に
応
じ
て

交
付
額
が
増
え
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

県
内
に
事
業
所
を
持

ち
、
県
内
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
事
業
者

か
ら
購
入
し
、
燃
料
と
し
て
利
用

す
る
事
業
所

３
カ
月
以
上
継
続

７
月
29
日（
金
）

宮
城
県
環
境
生

活
部
環
境
政
策
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
６
６
４
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平
成
28
年
度
登
米
市
中
学
校

総
合
体
育
大
会

６
月
４
〜
22
日
：
石
越
球
場
な
ど

【
団
体
の
部
】

●
野
球

▼
①
登
米
中
②
米
山
中
③
中
田
中
③
津
山
中

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
中
田
中
②
南
方
中
③
豊
里
中
③
東

和
・
津
山
中

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
津
山
中
▼
女
子
①
津
山
中
②
東
和

中
③
米
山
中
③
新
田
中

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
米
山
中
②
登
米
中
③
石
越
中
③
中

田
中
▼
女
子
①
登
米
中
②
中
田
中
③
佐
沼
中

③
石
越
中

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
南
方
中
②
中
田
中
③
佐
沼
中
③
東

和
中
▼
女
子
①
南
方
中
②
中
田
中
③
東
和
中

③
石
越
中

●
卓
球

▼
男
子
①
佐
沼
中
②
中
田
中
③
米
山
中
③
豊

里
中
▼
女
子
①
佐
沼
中
②
中
田
中
③
南
方
中

●
サ
ッ
カ
ー

▼
①
中
田
中
②
登
米
中
③
南
方
中

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
①
中
田
中
②
東
和
中
③
佐
沼
中
▼
女

子
①
南
方
中
②
東
和
中
③
中
田
中

●
柔
道

▼
男
子
①
米
山
中
②
豊
里
中
③
佐
沼
中
▼
女

子
①
米
山
中
②
佐
沼
中
③
南
方
中

●
剣
道

▼
男
子
①
新
田
中
②
南
方
中
③
中
田
中
③
石

越
中
▼
女
子
①
中
田
中
②
佐
沼
中
③
南
方
中

【
個
人
の
部
】

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
白
鳥
怜
、星
柊
也（
南
方
中
）②
佐
々

木
崇
人
、
菅
原
健
斗（
中
田
中
）③
髙
橋
明
輝
、

永
浦
瑞
希（
南
方
中
）③
及
川
輝
心
、赤
松
皇
汰

（
東
和
中
）
▼
女
子
①
菅
原
栞
乃
、
三
上
莉
奈

（
東
和
中
）
②
千
葉
優
花
、
小
野
寺
咲
乃
（
南

方
中
）
③
齋
藤
花
奈
、小
野
寺
菜
瑠
（
中
田
中
）

③
梅
田
み
の
り
、
内
ヶ
崎
美
聖
（
中
田
中
）

●
卓
球

▼
男
子
①
佐
藤
光（
中
田
中
）②
角
田
大
樹（
佐

沼
中
）③
野
家
寛
大（
中
田
中
）③
渡
辺
直
（
佐

沼
中
）▼
女
子
①
佐
藤
華
耶（
南
方
中
）②
佐
々

木
瑞
希（
中
田
中
）③
佐
藤
愛
音（
佐
沼
中
）③

佐
々
木
鈴
音（
中
田
中
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル

▼
男
子
①
岩
渕
真
翔（
東
和
中
）②
阿
部
諭（
中

田
中
）③
本
田
拓
斗（
米
山
中
）③
遠
藤
大
洋

（
佐
沼
中
）▼
女
子
①
尾
形
結
女（
佐
沼
中
）②

遠
藤
麗
奈（
南
方
中
）③
菅
原
葵（
東
和
中
）③

千
葉
瑠
奈（
南
方
中
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス

▼
男
子
①
大
橋
龍
成
、三
田
大
樹（
中
田
中
）②

佐
藤
陸
、三
浦
冬
也（
中
田
中
）③
小
松
健
人
、

阿
部
史
弥（
東
和
中
）③
及
川
俊
、佐
藤
大
陸

（
東
和
中
）▼
女
子
①
小
泉
り
の
、三
浦
咲
乃

（
南
方
中
）②
鎌
田
美
涼
、芦
名
未
都（
南
方
中
）

③
菅
原
栞
南
、小
野
寺
桃
香（
中
田
中
）③
尾
形

響
希
、真
山
優
香（
佐
沼
中
）

●
柔
道
男
子

▼
50
㌔
級
①
熊
谷
信
人
（
佐
沼
中
）②
阿
部
悠

生
（
豊
里
中
）③
千
葉
元
喜
（
豊
里
中
）③
浅

野
裕
斗（
豊
里
中
）▼
55
㌔
級
①
菅
原
大
知（
米

山
中
）②
中
澤
聖
哉
（
米
山
中
）③
菅
原
愛
斗

（
米
山
中
）③
遠
藤
貴
大
（
豊
里
中
）
▼
60
㌔

級
①
野
村
尊
（
米
山
中
）②
但
野
智
哉
（
佐
沼

中
）▼
66
㌔
級
①
山
内
元
意
（
佐
沼
中
）②
阿

部
星
哉（
豊
里
中
）▼
73
㌔
級
①
佐
藤
茅
人（
豊

里
中
）
▼
81
㌔
級
①
伊
藤
蓮
（
米
山
中
）
②

須
藤
翔
舞
（
米
山
中
）▼
90
㌔
級
①
下
山
謙
信

（
米
山
中
）▼
90
㌔
超
級
①
川
村
悠
真
（
米
山

中
）

●
柔
道
女
子

▼
44
㌔
級
①
浅
野
仁
那（
豊
里
中
）②
門
間
有

華（
南
方
中
）③
北
浦
楓（
佐
沼
中
）▼
48
㌔
級

①
阿
部
夏
海（
中
田
中
）▼
52
㌔
級
①
阿
部
彬

奈（
米
山
中
）②
髙
橋
春
香（
米
山
中
）③
鈴
木

千
裕（
南
方
中
）▼
57
㌔
級
①
千
葉
悠（
米
山

中
）②
佐
藤
心
奈（
佐
沼
中
）③
山
口
ひ
か
り

（
南
方
中
）▼
63
㌔
級
①
加
藤
ほ
の
か（
米
山

中
）②
堀
内
理
央（
佐
沼
中
）▼
70
㌔
超
級
①

佐
々
木
あ
す
か（
佐
沼
中
）

●
剣
道

▼
男
子
①
細
浦
息
吹（
南
方
中
）②
佐
藤
舞
翔

（
新
田
中
）③
但
木
亮
太（
新
田
中
）③
星
璃
玖

（
新
田
中
）▼
女
子
①
小
諸
晴
菜（
中
田
中
）②

平
野
彩
那（
佐
沼
中
）③
八
嶋
莉
恵（
登
米
中
）

③
浅
野
詩
奈（
佐
沼
中
）

【
水
泳
】

●
50
㍍
自
由
形

▼
男
子
①
千
葉
悠
正（
佐
沼
中
）②
佐
藤
航
太

（
米
山
中
）③
及
川
那
弥（
中
田
中
）▼
女
子
①

新
田
朋
華（
南
方
中
）②
石
川
知
奈（
佐
沼
中
）

③
高
橋
く
る
み（
津
山
中
）

●
１
０
０
㍍
自
由
形

▼
男
子
①
佐
藤
航
太（
米
山
中
）②
及
川
那
弥

（
中
田
中
）③
石
川
太
地（
佐
沼
中
）▼
女
子
①

新
田
朋
華（
南
方
中
）②
木
川
田
茉
維（
登
米

中
）③
二
階
堂
凪
紗（
石
越
中
）

●
２
０
０
㍍
自
由
形

▼
男
子
①
石
川
太
地（
佐
沼
中
）②
星
晃（
佐
沼

中
）③
髙
橋
玲
雄（
東
和
中
）▼
女
子
①
佐
藤
明

日
羽（
佐
沼
中
）

●
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ

▼
男
子
①
冨
士
原
雅
仁（
佐
沼
中
）②
橋
上
加

采（
佐
沼
中
）③
及
川
正
貴（
中
田
中
）▼
女
子

①
沼
倉
菜
月（
中
田
中
）②
木
川
田
茉
維（
登
米

中
）③
星
悠
愛（
津
山
中
）

●
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ

▼
男
子
①
富
士
原
雅
仁（
佐
沼
中
）②
橋
上
加

采（
佐
沼
中
）③
森
山
恭
誠（
佐
沼
中
）

●
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

▼
男
子
①
千
葉
悠
正（
佐
沼
中
）②
千
葉
優
斗

（
佐
沼
中
）③
千
葉
拓（
佐
沼
中
）▼
女
子
①
佐

藤
砂
羅（
東
和
中
）

●
２
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

▼
男
子
①
千
葉
優
斗（
佐
沼
中
）

●
１
０
０
㍍
平
泳
ぎ

▼
男
子
①
渡
邊
偉
月（
佐
沼
中
）②
芳
賀
奎
介

（
佐
沼
中
）③
星
璃
玖（
新
田
中
）▼
女
子
①
沼

倉
菜
月（
中
田
中
）千
葉
由
羽
奈（
佐
沼
中
）③

遠
藤
実
歩（
米
山
中
）
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●
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ

▼
男
子
①
佐
藤
和
貴（
津
山
中
）②
久
光
浩
大

（
新
田
中
）③
佐
々
木
秀
都（
新
田
中
）▼
女
子

①
千
葉
由
羽
奈（
佐
沼
中
）

●
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー

▼
男
子
①
渡
邊
偉
月（
佐
沼
中
）②
佐
々
木
凌

雅（
佐
沼
中
）▼
女
子
①
武
山
千
夏（
佐
沼
中
）

●
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー

▼
女
子
①
武
山
千
夏（
佐
沼
中
）

●
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

▼
男
子
①
佐
沼
中
②
新
田
中
③
登
米
中
▼
女

子
①
佐
沼
中
②
米
山
中

●
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

▼
男
子
①
佐
沼
中
②
津
山
中
③
豊
里
中
▼
女

子
①
佐
沼
中

【
陸
上
】

●
１
０
０
㍍

▼
１
年
男
子
①
千
葉
元
喜（
豊
里
中
）②
伊
藤

拳（
豊
里
中
）③
後
藤
琉
希（
南
方
中
）布
澤
巧

誠（
中
田
中
）▼
２
年
男
子
①
鈴
木
啓
太（
佐
沼

中
）②
小
野
寺
叶
多（
佐
沼
中
）③
菊
地
崚
介

（
佐
沼
中
）▼
３
年
男
子
①
藤
原
優
真（
佐
沼

中
）②
藤
浦
駿
佑（
南
方
中
）③
石
堂
聖
也（
中

田
中
）▼
１
年
女
子
①
山
形
愛
里（
豊
里
中
）②

鈴
木
陽（
佐
沼
中
）③
武
田
小
町（
東
和
中
）▼

２
年
女
子
①
唐
橋
あ
ん
じ（
東
和
中
）②
髙
嶋

郁
花（
米
山
中
）③
及
川
真
那（
津
山
中
）▼
３

年
女
子
①
佐
藤
桜
桃（
中
田
中
）②
阿
部
志
音

（
津
山
中
）③
倉
島
侑
季（
米
山
中
）

●
２
０
０
㍍

▼
男
子
①
藤
原
優
真（
佐
沼
中
）②
和
泉
隼
斗

（
佐
沼
中
）③
藤
浦
駿
佑（
南
方
中
）▼
女
子
①

阿
部
志
音（
津
山
中
）②
山
内
藍
子（
中
田
中
）

③
佐
藤
桜
桃（
中
田
中
）

●
４
０
０
㍍

▼
男
子
①
佐
藤
史
都（
米
山
中
）②
高
倉
健
成

（
中
田
中
）③
佐
藤
陽
輝（
豊
里
中
）

●
８
０
０
㍍

▼
男
子
①
佐
藤
史
都（
米
山
中
）②
岩
渕
太
洋

（
米
山
中
）③
星
樹（
新
田
中
）▼
女
子
①
主
藤

菜
花（
登
米
中
）②
花
田
文（
佐
沼
中
）③
千
葉

優
真（
東
和
中
）

●
１
年
１
５
０
０
㍍

▼
男
子
①
千
葉
勇
大（
新
田
中
）②
小
野
寺
純

人（
中
田
中
）③
永
浦
暖
人（
豊
里
中
）▼
女
子

①
内
海
菜
羽（
中
田
中
）②
細
浦
琴
美（
佐
沼

中
）③
千
葉
咲
花（
東
和
中
）

●
１
５
０
０
㍍

▼
男
子
①
佐
藤
天
哉（
米
山
中
）②
佐
藤
和
貴

（
津
山
中
）③
岩
渕
太
洋（
米
山
中
）▼
女
子
①

主
藤
菜
花（
登
米
中
）②
千
葉
奈
々
美（
南
方

中
）③
唐
橋
あ
ん
じ（
東
和
中
）

●
３
０
０
０
㍍

▼
男
子
①
斉
本
岳（
中
田
中
）
②
佐
藤
天
哉（
米

山
中
）③
小
松
健
人（
東
和
中
）

●
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

▼
男
子
①
松
下
裕
哉（
佐
沼
中
）②
渡
邊
軍
治

（
南
方
中
）
③
高
橋
慶
伍（
中
田
中
）

●
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

▼
女
子
①
佐
藤
真
恋（
南
方
中
）②
千
葉
か
お

る（
石
越
中
）③
菅
原
千
紘（
中
田
中
）

●
低
学
年
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

▼
男
子
①
南
方
中
②
新
田
中
③
中
田
中
▼
女

子
①
東
和
中
②
豊
里
中
③
佐
沼
中

●
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

▼
男
子
①
佐
沼
中
②
米
山
中
③
南
方
中
▼
女

子
①
中
田
中
②
津
山
中
③
豊
里
中

●
走
り
高
跳
び

▼
男
子
①
三
浦
竜
輝（
佐
沼
中
）②
尾
形
颯
弥

（
佐
沼
中
）③
平
山
星
明（
登
米
中
）▼
女
子
①

小
野
寺
史
花（
中
田
中
）②
佐
々
木
陽
菜（
登
米

中
）佐
藤
真
恋（
南
方
中
）

●
棒
高
跳
び

▼
男
子
①
千
葉
星
那（
米
山
中
）②
芳
賀
康
介

（
佐
沼
中
）③
小
泉
宗
士（
米
山
中
）

●
走
り
幅
跳
び

▼
男
子
①
及
川
文
也（
佐
沼
中
）②
石
堂
聖
也

（
中
田
中
）③
高
橋
昌
汰（
南
方
中
）▼
女
子
①

山
内
藍
子（
中
田
中
）②
鈴
木
陽（
佐
沼
中
）③

佐
藤
智
乃（
津
山
中
）

●
砲
丸
投
げ

▼
男
子
①
佐
藤
稜（
中
田
中
）②
小
野
寺
風
馬

（
石
越
中
）③
吉
澤
薫（
南
方
中
）▼
女
子
①
三

浦
咲
乃（
南
方
中
）②
及
川
沙
希（
新
田
中
）③

加
藤
ほ
の
か（
米
山
中
）

●
四
種
競
技

▼
男
子
①
冨
士
原
優
人（
佐
沼
中
）②
猪
股
天

聖（
登
米
中
）③
芳
賀
俊
哉（
登
米
中
）▼
女
子

①
倉
島
侑
季（
米
山
中
）②
及
川
心
海（
佐
沼

中
）③
木
川
田
茉
維（
登
米
中
）
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　丸川珠
たま

代
よ

環境相は６月12日、東京電力福島第一原発
事故で発生した県内の指定廃棄物の保管状況を確認す
るため、汚染稲わらが一時保管されている本市石越浄
化センターを視察しました。
　丸川環境相は、布施孝尚市長らと一時保管庫に保管
されている汚染稲わら（約409㌧）を視察。初めて県内の
指定廃棄物となっている稲わらを確認した丸川環境相
は「地域住民の不安の解消に向け、一刻も早い取り組
みが必要」と述べました。
　布施市長は「個別では線量が高いものがあります。
国の責任で処理を進めてほしい」と訴えました。

視察には、佐藤勇栗原市長、伊藤康志大崎市長も同席。布施市
長とともに、国の責任で早期処理を要望しました。

　本市の姉妹都市、米国テキサス州サウスレイク市か
ら高校生の男女６人とその随行３人は６月７から13日
までの７日間、ホームステイなどで交流を深めました。
　６月９日には、佐沼高校で総合文化部茶華道班と箏

そう

曲
きょく

部の生徒と交流。茶華道班では、生徒の指導で点前
作法を体験しました。お茶を立てる動きは難しく、一
同苦笑い。筝曲部では琴の合奏を観賞し、演奏と和楽器
の音色の素晴らしさに、一同感動していました。
　サマー・メイヤーズさんは「日本の生活様式や文化
に触れられよかったです。ホストファミリーと浴衣で
出かけたのが楽しかった」と感想を述べました。

慣れない手つきでお茶を立てるサウスレイクの高校生たち。体
験終了後は、佐沼高生たちと会話をし、交流を深めました。

　熊本地震被災者支援を目的にしたチャリティーフッ
トサル大会は６月12日、迫体育館で開催され、本市と気
仙沼市から10チームが参加しました。
　大会は、年齢、性別による区分けをせずに、総当たり
のリーグ戦形式で開催。参加者は、勝敗をつけない大会
ということもあり、和やかな雰囲気の中、爽やかな汗を
流しました。熊本地震被災者には、参加費と会場での募
金、各チームで集めたお金を義援金として送りました。
　主催者事務局の日野且

かつ

也
や

さん（迫町大網西）は「熊本
の人には普通の生活を早く取り戻してほしいです」と
熊本地震被災者への思いを話していました。

参加者たちは、普段の大会では体験できない、大人と子ども、女
性との対戦を楽しみました。
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　佐沼高の３年生４人は７月３日、市役所迫庁舎で参
院選期日前投票所の選挙事務を体験しました。
　市選挙管理委員会では、高校生に選挙の大切さを知
ってもらおうと企画し、市内３高に募集を依頼。２日は
登米高の４人が、９日は登米総合産業高の４人が選挙
事務を担当しました。仕事は投票用紙の交付業務で「候
補者か政党名を書いてください」などと言いながら、来
場者に用紙を手渡しました。
　３日に作業をした藤原未

み

夢
む

さんと金谷紫
し

衿
えり

さんは
「自分たちの未来につながる業務と思うと緊張しまし
た。投票には必ず足を運びます」と話しました。

初めての体験に、最初は緊張したものの、終盤は笑顔で対応する
余裕も。「投票日には緊張しないで投票できそうです」。

北上川や迫川、伊豆沼など、水資源が豊かな分、水害発生の危
険性も高い本市。日頃からの備えが重要になってきます。

　第 10 回登米市民文化祭は6月25、26の両日、迫体育
館で開かれ、市内の舞踊や華道などの文化団体から約
330 人が参加し、ステージや展示で日頃の文化活動の
成果を発表しました。
　ステージ発表は、２日間で31団体が舞踊や太極拳な
ど、68演目を披露。展示発表は、写真や俳句、陶芸など
23 団体が参加し、約300点の作品が展示されました。伊
藤美

み

佐
さ

子
こ

さん（登米町日野渡）は「以前陶芸をしていた
ので、よく近隣の展示会を見学しています。今回は、す
てきな作品ばかりが展示されていますね」と感激して
いました。

展示会場には、個性あふれる多種多様な作品が数多く出品され、
来場者は足を止め見入っていました。

　平成 28 年度市水防演習は６月19日、米山町の県迫川
防災ステーションを会場に開催され、市消防団などか
ら約 280 人が参加しました。訓練は、消防団員の士気
高揚、水防技術の向上と体制強化を目的に実施してい
ます。
　演習は、大型台風の局地的な大雨で迫川が増水し、
堤防が越水、漏水が発生した想定で実施されました。
土のうを作る「準備工法」、堤防の越水を防ぐ「積み土
のう工法」、堤防の漏水を防ぐ「月の輪工法」などを実
施。団員たちは、真剣な表情で訓練に取り組んでいま
した。
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市
で
は
、
食
・
自
然
・
文
化
や

歴
史
な
ど
、
市
が
持
つ
魅
力
を
市

内
外
へ
情
報
発
信
す
る
「
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

市
の
知
名
度
や
認
知
度
の
向

上
、
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
市
民
皆
さ
ん
の
市

へ
の
誇
り
や
愛
着
心
を
醸
成
し

「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
、
住
ん
で

み
た
い
ま
ち
」
に
選
ば
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
魅
力
や
価
値
を
全
国
に
向

け
て
発
信
す
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し

ま
す
。
こ
れ
に
向
け
て
、
市
の
魅

力
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
話
し
合

い
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
市
の
未
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

９
月
３
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
５
時迫

庁
舎
大
会
議
室

登
米
市
の
魅
力
や
良

い
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
よ
う

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

参
加
者
同
士
で
、
自
由
に
意
見
や

ア
イ
デ
ィ
ア
を
交
換

【

市
内
在
住
の
18
〜
45
歳

の
人
25
人

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

８
月
10
日
（
水
）

申
込
書
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
携
帯
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
職
業
（
勤
務

先
・
学
校
名
）、
性
別
、
年
齢
を

記
載
の
上
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
、
持
参
い
ず
れ

か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い

「
食
」「
自
然
」「
文
化・歴
史
」な
ど

の
地
域
資
源
を
活
用
し「
登
米
市
」

を
市
内
外
へ
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
映
像
を
制
作
し
ま
す
。こ
の

映
像
に
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
い
た
だ

く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
キ
ャ
ス
ト
を
募

集
し
ま
す
。

20
人
程
度

市
の
魅
力
を
伝
え
た

い
意
欲
の
あ
る
市
内
在
住
者
。①
市

民
役
と
し
て
出
て
い
た
だ
く
人（
対

象
年
齢
５
歳
以
上
※
親
子
で
の
申
し

込
み
可
）親
子
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、Ｏ

Ｌ
、学
生
役
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
②
武
道
、ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
な

ど
の
運
動
経
験
、あ
る
程
度
体
力
に

自
信
の
あ
る
人（
対
象
年
齢
※
中
学

生
以
上
）。専
門
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の

も
と
、簡
単
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

※
せ
り
ふ
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、演

技
初
心
者
の
人
も
ご
応
募
く
だ
さ
い

※
映
像
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
公
開
予
定
で
す

※
無
償
で
の
出
演
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

10
月
１
日（
土
）〜

10
日（
月
）の
う
ち
、
数
日
を
予
定

８
月
31
日
（
水
）

申
込
書
に
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、携
帯
番
号
、メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、職
業（
勤
務
先・学
校
名
）、

性
別
、年
齢
、身
長
、ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
、希
望
の
役
（
①
ま
た
は
②
）

を
記
載
の
上
、上
半
身
と
全
身
の
写

真
を
添
付
し
、郵
送
、電
子
メ
ー
ル
、

持
参
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く

だ
さ
い

書
類
選
考
の
上
、
９

月
中
旬
頃
に
決
定
（
選
考
結
果
は
全

員
に
通
知
）。
※
応
募
者
多
数
の
場

合
や
選
考
過
程
の
中
で
、
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
実
施
の
場
合
は
、
対
象
者
へ
別

途
通
知
し
ま
す

申
込
書
は
総
合
支

所
市
民
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

企
画
部
企
画
政
策
課
（
移
住
・
定
住

促
進
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１　

登
米
市
迫

町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死tom
e-life@

city.tom
e.m
iyagi.

jp
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海外姉妹都市からの青少年訪問団や旅行者など、ホームステイを希望
する外国人を受け入れていただける家庭、「登米市国際交流ホストフ
ァミリーバンク」の登録者を募集しています。身近な国際交流を体験
するため、ホストファミリー（受入家庭）に登録しませんか。

次の全てに該当する家庭
①登録申請しようとする家庭の代表者
が満 18 歳以上であること②２人以上
の世帯で、全員の同意を得ていること
③世帯構成員の 1人以上が、市内に居
住または在勤、在学していること④食
事や送迎など、基本的な日常生活の支
援を無償で提供できること

登米市国際交流ホストファ
ミリーバンク登録申請書（市民協働課
備え付けまたは市ホームページからも
ダウンロード可）に必要事項を記入の
上、企画部市民協働課に提出してくだ

　

東
日
本
放
送
の
主
催
で
開
催
さ

れ
て
い
る
「
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
大
賞
」。
今
年
は
広
く
市
民
皆

さ
ん
か
ら
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

１
点
。
※
応
募
多

数
の
場
合
は
、
応
募
内
容
に
よ
り

選
考
し
ま
す

観
光
、
物
産
、

伝
統
、
人
物
、
歴
史
、
自
然
な
ど
、

登
米
市
の
自
慢
や
魅
力
を
表
現
し

た
未
発
表
の
作
品

25
文
字
以
内

30
秒

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
Ｈ

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
・
Ｈ
Ｄ
Ｖ
）
ま
た
は
ビ

デ
オ
デ
ー
タ
（
Ａ
Ｖ
Ｉ
・
Ｍ
Ｐ
Ｅ

Ｇ
２
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
な
ど
）

市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
人
や
団
体
で
、
映
像

制
作
を
職
業
と
し
て
い
な
い
人
な

ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

応
募
作
品
の
著
作
権

は
市
に
帰
属
し
ま
す

８
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
①
氏
名
（
団
体
の
場
合
は

団
体
名
と
代
表
者
氏
名
）
②
住
所

③
電
話
番
号
④
職
業
ま
た
は
学
校

（
学
年
）
⑤
作
品
タ
イ
ト
ル
（
仮

さい。登録申請は随時受け付けします。
※本年 9月中旬にオーストラリアから
青少年訪問団が来市する予定です。こ
ちらのホストファミリーを希望される
場合は、8 月 5日（金）までに登録申請
書の提出をお願いします

①市から登録家庭
へ受入依頼通知を送付②登録家庭は受
入可否を市へ連絡③市で受入可能家庭
と調整し、受入家庭を決定

企画部市民協働課（地域振興係）
☎0220（22）2173

称
可
）
⑥
作
品
の
大
ま
か
な
内
容

を
任
意
の
様
式
に
記
入
の
上
、
直

接
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い

作
品
は
、
９
月
30

日
（
金
）
ま
で
に
総
務
部
市
長
公

室
広
報
広
聴
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い

制
作
、
編
集
・

加
工
に
か
か
る
費
用
は
す
べ
て
応

募
者
負
担
と
な
り
ま
す

　

総
務
部
市
長
公
室（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

死 koho@
city.tom

e.m
iyagi.jp

　

市
で
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
老
健
施
設
な
ど
を
利
用
し
た

と
き
の
食
事
代
や
部
屋
代
な
ど
、

利
用
料
の
負
担
軽
減
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
制
度
：
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
老
人
保
健

施
設
な
ど
で
、
長
期
・
短
期
入
所

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
食

費
と
居
住
費
を
軽
減
し
ま
す
②
社

会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る
生
活
困

難
者
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

負
担
軽
減
制
度
：
社
会
福
祉
法
人

な
ど
で
提
供
し
て
い
る
通
所
、
訪

問
、
短
期
入
所
生
活
介
護
な
ど
を

利
用
し
、
条
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
人
の
自
己
負
担
金
額
を
軽
減

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福

祉
事
務
所
長
寿
介
護
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。福

祉
事
務
所
長

寿
介
護
課
（
介
護
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１
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国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
医
療
費

な
ど
を
給
付
す
る
医
療
保
険
制
度

で
、
社
会
保
険
加
入
者
や
生
活
保

護
受
給
者
以
外
の
人
が
全
て
加
入

す
る
保
険
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
保
険
税

率
か
ら
算
出
し
た
医
療
分（
医
療

費
の
支
払
い
に
充
て
る
も
の
）と

支
援
金
分（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
費
用
に
充
て
る
も
の
）、
介

護
分（
介
護
保
険
制
度
の
費
用
に

充
て
る
も
の
）の
合
計
で
す
。
平

成
28
年
度
の
医
療
分
は

の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
基
準
が
改
定
さ
れ
、
課
税
限
度

額

と
軽
減
対
象
世
帯
の
軽

減
判
定
所
得

が
変
わ
り
ま

す
。

　

詳
細
は
、
市
役
所
総
務
部
税
務

課
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

総
務
部
税
務
課

（
国
民
健
康
保
険
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

被
保
険
者
全
員
が
負
担
す
る
均
等

割
額
と
、
所
得
に
応
じ
て
計
算
さ

れ
る
所
得
割
額
の
合
計
額
で
す
。

　

平
成
28
、
29
年
度
の
保
険
料
率

に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
所
得
の
少
な
い
人
や
社

会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
は
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

▼
総
務
部
税
務

課（
国
民
健
康
保
険
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

▼
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
１

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
６
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8
月
8
日
（
月
）

ま
で
※
申
し
込
み
受
け
付
け
は
平

日
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15
分
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は

受
付
期
間
中
の
消
印
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

申
込
書
と
試

験
実
施
要
鋼
は
、
平
日
の
午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

総
務
部
人
事
課
、
ま
た
は
各
総
合

支
所
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

試
験
実
施
要
鋼
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
示
し
て
い
ま
す
。

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
統
一
試
験
申

込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先

を
明
記
し
た
１
２
０
円
切
手
が

貼
っ
て
あ
る
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４

版
が
入
る
大
き
さ
）
を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

■
1
次
試
験
▽
日
時
９
月
18
日

（
日
）
午
前
9
時
〜
▽
会
場　

佐

沼
中
学
校
▽
試
験
内
容　

教
養
試

験
（
２
時
間
）
一
般
性
格
判
断
検

査
（
20
分
）
▽
合
格
発
表　

10
月

21
日
（
金
）
市
役
所
迫
庁
舎
前
掲

示
板
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
受
験

番
号
を
掲
示
し
、
合
格
者
に
郵
送

で
通
知
し
ま
す
。

■
2
次
試
験
▽
日
時
10
月
下
旬
ま

た
は
11
月
上
旬
予
定
▽
会
場
お
よ

び
試
験
内
容　

一
次
合
格
者
に
通

知
し
ま
す
▽
合
格
発
表　

11
月
11

日
（
金
）
一
次
合
格
発
表
同
様
に

し
ま
す
。　

総務部人事課（人事給与係）
〒987-0511　登米市迫町佐沼字中江二丁目6番地1
☎0220（22）2145

　農地中間管理機構へ農地を貸し付けた場合の協力金に
ついて、国の制度変更により、平成 28 年度から交付単
価や要件が大幅に変更となります。ただし、平成 28 年
４月までに機構へ貸し付けた農地は、変更前の交付基準
が適用されます。
　なお、農地貸し付けの相談業務は農業委員会、申請は
みやぎ登米農業協同組合および南三陸農業協同組合で受
け付けていますが、貸付時期により協力金の交付年度が
異なりますので早めにご相談ください。

産業経済部産業政策課（農業経営支援係）
☎0220（34）2491
農業委員会事務局（農地管理係）
☎0220（34）2317
みやぎ登米農業協同組合営農経済部営農企画課
☎0220（23）1600
南三陸農業協同組合営農生活部営農販売課
☎0226（47）4585

▶

▶

▶

▶
▶
▶

▶
▶
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迫
　ふるさとスポーツ祭迫大会グラウンドゴルフの部は、梅
ノ木グリーンパークで開催され、15チーム90人が参加し
ました。
　昨年は雨天中止となり、開催は２年ぶりとなったため、
参加者の気合いは十分。各ホールで熱戦が繰り広げられま
した。当日はあいにくの曇り空でしたが、会場は大いに盛
り上がり、笑顔でプレーを楽しんでいました。大会は、大
網東チームの優勝で幕を閉じました。

登米
　子どもたちのふれあいや地域交流を目的とした児童館ま
つりは、登米児童館で開催され、児童館に登録している元
気っこクラブ員や地域の子どもたちが参加しました。
　ステージでは、プロのマジシャンによるマジックショー
が催され、子どもたちはプロの鮮やかな技に歓声を上げて
いました。ジュニアリーダーとゲームや ｢ぴょんぴょんか
える｣ を作ったり、水ヨーヨー釣りをしたりするなど、お
祭りを大いに楽しみました。

東和
　東京東和会（源仁

じん

壽
じゅ

会長）総会は、東京都台東区の上野グ
リーンパークで開催され、会員56人と東和町出身の市議会
議員や市職員ら８人が出席しました。
　総会終了後の懇親会では、ふるさとの思い出や近況など
を語りあったり、カラオケで大いに盛り上がったり、参加者
は楽しいひとときを過ごしました。
　多くの参加者たちは「来年またこの会に参加したい」と
話していました。

中田
　上沼コミュニティ運営協議会が交通死亡事故「ゼロ」
４千日、石森コミュニティ運営協議会が千日を達成し、登
米市役所中田庁舎で、市交通安全対策協議会長および佐沼
警察署長から褒状が贈られました。
　褒状を受け取った上沼コミュニティ運営協議会の浅野盛
志会長と石森コミュニティ運営協議会の渡邉義昭会長は
「これからも地域ぐるみで取り組み、死亡事故ゼロを１日で
も長く続けていきたい」と話していました。

TOWNS TOPICS
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豊里
　豊里町子ども会育成会連合会(遠藤たえ子会長)主催(豊
里公民館共催 ) の第31回子ども綱引き大会は、豊里公民館
大ホールで開催されました。
　14行政区から21チーム、総勢147人の児童が出場。心
を一つに力合わせて懸命に綱を引き合いました。
　予選リーグを勝ち抜いた上位５チームが決勝トーナメン
トに進み、激戦の末、新町つくし子ども会２班が優勝しま
した。

石越
　ふるさとスポーツ祭石越大会ニュースポーツの部は、石
越総合運動公園、石越公民館を会場に開催され、ターゲット
バードゴルフ、グラウンドゴルフ、ユニカールの３種目に約
180人が参加しました。
　各種目とも、性別を問わず幅広い年代の選手が出場し、笑
顔と歓喜、熱気があふれる大会となりました。結果はター
ゲットバードゴルフが遠沢区Ａ、グラウンドゴルフが第７
区、ユニカールは新道区Ａが優勝しました。

津山
　市消防後援会津山支部（関野勝

かつ

利
とし

支部長）では、野焼きや
たき火、たばこのポイ捨てによる山火事防止を呼びかける
ため、地区内13カ所に立て看板を設置しました。
　看板は、山火事を出さない思いを込めて、支部会員の皆
さんが手作りで準備されました。
　関野支部長は「今後とも、消防団や自主防災組織、婦人防
火クラブなどの防災関係機関と手を取りあい、火災のない
まちづくりに励みたい」と話していました。

米山
　第28回仙台米山会総会と懇親の集いは、仙台市の仙台
ガーデンパレスで開催されました。
　今回は役員改選があり、林敏

とし

郎
ろう

さん（江浪出身）から瀬戸
憲
けん

吾
ご

さん（猪込出身）へ会長のバトンが渡されました。
　総会終了後は、金野信

のぶ

義
よし

米山総合支所長を講師に迎え「米
山町の現状と課題」と題した講演がありました。参加者は、
市町村合併から現在までのふるさとの移り変わりを、感慨
深く聞いていました。

南方
　みなみかた花菖蒲の郷公園のハナショウブが、６月中旬
から月末にかけて見頃を迎え、大勢の見物客でにぎわいま
した。
　６月12日には、みなみかた花菖蒲まつりを開催。当日は
晴天に恵まれ、２千人余りの来場者が訪れました。大道芸人
のマジックやピエロのバルーンアート、アイドルグループ
のショー、魚のつかみ取りなど子ども向けのイベントなど
が催され、来場者は楽しい一日を過ごしました。
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Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

☎
☎
☎

　
　新田中学校（千葉真

しん

郎
ろう

校長）２年生が、キャリ
ア学習の一環として職場体験学習を６月29から
７月１日の３日間行いました。迫図書館には２
人訪れ、貸し出し・返却業務、本の装備や修理
などを体験しました。
　職場体験をした日

くさ

下
か

湧
ゆう

斗
と

さんは「本の購入か
らお客様への貸し出しまでいろいろな工程があ
ることが分かった」、三

み

浦
うら

明
あか

莉
り

さんは「貸し出し
や返却以外にたくさんの仕事があり、重い本や
まとまった新聞を移動する重労働もあった」と、
３日間の職場体験の感想を述べました。
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Monthly Hot Communication

Health

くん
（登米町日野渡）

ちゃん
（迫町小友）

くん
（迫町西舘）

くん
（迫町八幡）

くん
（迫町新町）

ちゃん
（迫町古宿）

ちゃん
（中田町冠木）

くん
（東和町米谷8区）

ちゃん
（登米町蛭沢）

くん
（中田町浅水新田）

ちゃん
（迫町西表）

ちゃん
（迫町舟橋）

ちゃん
（東和町米川1区）

ちゃん
（中田町新橋）

ちゃん
（中田町表）

ちゃん
（中田町新小路）

くん
（中田町並柳）

ちゃん
（中田町加賀野一）

ちゃん
（中田町新町）

ちゃん
（米山町十日町）

ちゃん
（米山町城内）

くん
（中田町浅部）

佐藤　煌
あき

士
と

くん
（石越町駅前）

くん
（中田町十文字）

くん
（米山町新田）

ちゃん
（豊里町竹花）

ちゃん
（豊里町横町）

ちゃん
（豊里町鴇波）

くん
（豊里町下町）

ちゃん
（豊里町横町）

くん
（米山町新町）

ちゃん
（南方町北本郷）

ちゃん
（米山町清水）

くん
（石越町第十三）

ちゃん
（津山町横山6区）

ちゃん
（南方町苔野谷地下）

ちゃん
（豊里町保手）

ちゃん
（迫町鉄砲丁）

ちゃん
（豊里町仲町）

くん
（迫町錦東）

郎
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Young
Monthly Hot Communication

　１６０㌢でＡ型です。
　イオンタウン佐沼にある美容室

で働いています。この職に就いたのは、昔見
たテレビ番組がきっかけ。芸能人が海外へ
行き、現地でさまざまな仕事をする番組で、
メイクアップを体験したときのものを見た
ときです。メイクはお客様の肌を直接触る仕
事。心地よく過ごしてもらうために、手を暖
めていました。見えないところへの細やかな
心遣いに衝撃を受け、メイクもできるこの仕
事を選びました。

　一つのこと、考え方を貫き通
そうとします。昔は人見知りをしましたが、
この職について、コミュニケーションを取る
のが苦ではなくなりました。

　博物館や美術館で展覧会を鑑賞
したり、本を読んだりすることです。先日、仙
台でエジプト展を見たのですが、当時のメ
イクやファッションを中心に見ていました。
また、カラーコーディネイトやデザイナーの
展示会など、仕事に直結するものが多いです。

不定休ですが、まず自宅にはいま
せん。せっかくの休みなので、外出をして好
きなことをしてます。

尊敬できる人がいいです
ね。自分の考えや信念を持ち、それを通せる
人がかっこいいと思います。

　いろいろあります
が、人間性も仕事も、全てレベルアップした
いです。既成の枠にとらわれず、いろんなこ
とに挑戦し、吸収していきたいです。

平均点が高く、居心
地のよいまちだと思います。何か一つスパイ
スがあれば、もっとよくなるのでは。



21 2016.8

Dream
Monthly Hot Communication

よく飲み、よく寝て、
よく笑う！咲栄が生
まれて、家族みんな
幸せいっぱいです。
これからも元気にす
くすく育ってね。

2015年10月27日生まれ
中田町・加賀野一
悠さんの長女

ちゃん（0）

いつも笑顔でかわい
い美羽ちゃん。
これからもすくすく
育ってね。

Monthly Hot Communication

Child

2016年１月24日生まれ
米山町・中新田
有座さんの長女

ちゃん （0）（0）

　私の将来の夢は、中学の英語教師になる
ことです。小学５年の頃から、塾で英語を
習い始めました。当時は、あまり英語が好
きではありませんでした。しかし、中学に
進学して本格的に習い始めてから、だんだ
ん好きになってきて、その楽しさを教えた
いと思いました。
　中２の時に職場体験で小学校へ行き、授
業の補助として、児童の皆さんに英語を教
えました。理解してもらうのは大変だった
けど、とても楽しかったです。
　これからは、夢を実現するためにしっか
りと勉強し、英語検定など、いろいろなこ
とに挑戦していきます。そして「英語は楽
しい」と思ってもらえるような教師になる
ため、今まで以上に努力していきたいです。

「英語が楽しい」と思われる
英語教師になりたい
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Half Century
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23
歳
で
結
婚
、
今
年
で

46
年
に
な
ん
だ
。
16
歳
の
時
が
ら

付
き
合
っ
て
い
で
、
実
際
は
50
年

以
上
に
な
ん
だ
ね
。

善
王
寺
な
ん
だ
げ
ど
、

登
米
中
に
通
っ
て
い
て
ね
。
中
学

校
の
同
級
生
な
ん
だ
。
違
う
高
校

に
進
学
し
た
ん
だ
げ
ど
、
高
校
１

年
の
時
、
友
達
の
間
で
手
紙
を
送

る
の
が
は
や
っ
て
で
ね
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
に
な
っ
た
ん
だ
で
ば
。

お
父
さ
ん
が
ら
手
紙
が

届
い
て
、
そ
こ
に
「
お
手
紙
く
だ

さ
い
」
っ
て
書
い
で
あ
っ
た
の
。

久
し
ぶ
り
だ
な
っ
て
返
事
を
し
て
。

そ
こ
が
ら
文
通
が
始
ま
っ
た
の
。

古
里
は
遠
き
に
あ
り
て

　

豊
里
町
保
手
の
実
家
を
巣
立
ち

は
や
45
年
、本
年
５
月
で
会
社
生

活
を
卒
業
し
ま
し
た
。現
在
は
、何

の
縛
り
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、不
思

議
と
落
ち
着
き
の
な
い
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、ふ
る

さ
と
回
想
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　

実
家
か
ら
東
を
望
め
ば
、満
々

と
水
を
蓄
え
た
北
上
川
が
あ
り
、

西
を
望
め
ば
、箟
岳
山
ま
で
続
く

田
園
風
景
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。

な
つ
か
し
の
少
年
時
代
。通
学
方

法
も
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。今
は
廃
校
と
な
っ
た
竹
花
小

に
は
歩
き
で
、豊
里
中
に
は
で
こ

ぼ
こ
の
砂
利
道
を
自
転
車
で
、佐

沼
高
校
に
は
バ
イ
ク
で
通
い
、登

米
郡
の
四
季
や
風
土
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。

Monthly Hot Communication

One's Home

　

仲
間
た
ち
と
ザ
リ
ガ
ニ
や
ド

ジ
ョ
ウ
、フ
ナ
な
ど
を
捕
ま
え
、食

べ
た
こ
と
は
よ
い
思
い
出
で
す
。

小
中
時
代
は「
は
っ
た
ぎ
取
り
」や

植
林
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。家
業

の
手
伝
い
は
、農
作
業
と
馬
車
運

搬
の
補
助
な
ど
を
し
ま
し
た
。当

時
、子
ど
も
が
家
業
を
手
伝
う
の

は
当
た
り
前
。干
し
柿
を
作
る
た

め
の
皮
む
き
、豆
腐
を
作
り
、干
し

豆
腐
に
す
る
作
業
や
薪
用
に
木
を

伐
採
、運
搬
す
る
な
ど
、数
え
上
げ

れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。ど
れ

も
す
て
き
な
古
里
の
情
景
で
す
。

　

４
年
前
、在
京
豊
里
会
総
会
の

席
上
で
、同
級
生
の
遠
藤
富ふ

士じ

雄お

君
か
ら「
会
長
を
引
き
受
け
る
の

で
、運
営
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」と

声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。お
世
話

に
な
っ
た
地
元
出
身
者
の
皆
さ
ん

の
役
に
立
て
れ
ば
と
引
き
受
け
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、在
京
豊
里
会
で
は
ご
多

分
に
漏
れ
ず
、会
員
の
減
少
と
新

規
会
員
が
増
や
せ
ず
苦
労
し
て
い

ま
す
。特
に
、昭
和
40
年
以
降
に

中
学
校
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん
の

情
報
が
な
い
状
態
で
す
。関
東
地

区
在
住
者
の
情
報
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す（
連
絡
先

０
４
２
８（
３
１
）３
２
２
７
）。

　
「
古
里
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う

も
の
」。古
里
の
ま
す
ま
す
の
発
展

を
、東
京
の
地
か
ら
祈
っ
て
い
ま

す
。

１
９
９
３
年
に
体
調
を

崩
し
て
、
会
社
を
辞
め
だ
ん
だ
ね
。

そ
の
後
、
二
人
で
居
酒
屋
を
始
め

た
ご
ど
。
お
母
さ
ん
が
い
ね
げ
、

今
の
俺
は
な
い
ね
。

お
父
さ
ん
の
病
気
が
頭

部
だ
っ
た
が
ら
、
当
時
は
泣
い
て

暮
ら
し
た
記
憶
し
か
な
い
ね
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
、
た

ま
に
２
人
で
行
く
食
事
会
だ
ね
。

そ
れ
と
孫
の
部
活
観
戦
。

ケ
ン
カ
は
ほ
と
ん
ど
し

た
ご
ど
な
い
よ
。
お
互
い
を
思
い

や
る
こ
と
が
一
番
大
事
だ
ね
。

お
互
い
を
思
い
や
れ
ば
け
ん
か
も
な
い
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今
月
は
、道
の
駅
米
山「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

駅
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

８
月
28
日（
日
）に「
道
の
駅
米

山
花
火
ま
つ
り（
仮
称
）」を
開
催

し
ま
す（
雨
天
時
は
、花
火
だ
け
29

日（
月
）に
順
延
）。合
併
前
ま
で
米

山
の
夏
の
風
物
詩
だ
っ
た
花
火

を
、約
10
年
ぶ
り
に
打
ち
上
げ
ま

す
。祭
り
は
、花
火
だ
け
で
は
な
く

「
第
10
回
丸
山
杯
少
年
相
撲
大
会
」

「
よ
さ
こ
い
演
舞
」「
歌
謡
シ
ョ
ー
」

を
同
時
開
催
す
る
、当
道
の
駅
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

よ
さ
こ
い
演
舞
は
、地
元
米
山

を
中
心
と
し
た
市
内
の
チ
ー
ム

が
、
歌
謡
シ
ョ
ー
は
米
山
出
身
の

豊
川
あ
や
の
さ
ん
と
さ
か
え
里
美

さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

　

花
火
や
歌
謡
シ
ョ
ー
だ
け
で
は

な
く
、少
年
相
撲
大
会
も
見
所
満

載
で
す
よ
。先
日
、丸
山
杯
で
活
躍

し
た
米
山
中
の
下
山
謙け

ん

信し
ん

君
が
、

県
大
会
で
優
勝
し
、全
国
大
会
行

き
を
決
め
ま
し
た
。非
常
に
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

道
の
駅
米
山「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ･

Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７

●
９
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、７
月
29
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

 ▶

 ▶

 ▶

　 　
④ 日（月）
 ▶
　
 ▶
　

☎

　
「
か
ら
だ
・
食
・
こ
こ
ろ
」
を

正
し
く
理
解
し
、
同
世
代
＝
仲
間

　

高
齢
者
で
「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」「
元
気
が
な
く
何
も

や
ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
」
な
ど

の
気
に
な
る
症
状
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
精
神
科

　

事
前
予
約
が
必
要
で
、相
談
は

無
料
で
す
。

【

８
月
22
日（
月
）、
11
月
21

日（
月
）、平
成
29
年
2
月
20
日（
月
）

登
米
保
健
所
１
階
ク
リ
ニ
ッ

ク
室

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分

仙
台
白
百
合
女
子
大
学

　

氏
家
靖や
す

浩ひ
ろ

氏（
精
神
保
健
福
祉

士
）

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

　

登
米
分
室

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
９
０

▼
米
山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

　

南
方
分
室

☎
０
２
２
０（
５
８
）４
３
１
１

▼
津
山
・
豊
里
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

　

豊
里
分
室

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
長

寿
介
護
課（
介
護
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
生
涯
い
き
い
き
と
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健
診

（
ピ
ア
）
に
正
し
い
情
報
を
発
信

し
て
く
れ
る
高
校
生
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
し
ま
す
。

迫
公
民
館
大
会
議
室

電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（
電
話
以
外
の
場
合
は
、
氏
名
・

高
校
名（
学
年
）・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
件
名
に
「
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
受
講
希
望
」
と
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
1
日
（
月
）

市
民
生
活
部
健

康
推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

】
８
月
26
日（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜】

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

▼
中
田
・
石
越
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

　

石
越
分
室

☎
０
２
２
８（
３
４
）４
１
５
１

▼
東
和
・
登
米
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

内　容
開講式
こころを大切にする
ということ

からだとこころの不
思議を学ぼう

食は命とこころをつ
なぐ
閉講式

日　時

8月3日㊌
9:30～12:30

8月10日㊌
9:30～12:30

8月17日㊌
9:30～14:00

1

2

3

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kenkosuisin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp
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Good health is a great blessing

㊐ ☎ ☎

㊍ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更になる場合があります。各医療機関に確認の上、受診くださ
い。

㊊ ☎

㊌ ☎

㊋ ☎

㊍ ☎

㊎ ☎

　アルコール依存症は、飲酒のコントロールが難し
くなり、本人だけではなく、身近にいる家族の心も
巻き込んでいく病気です。
　この教室で、家族が病気や飲酒による問題行動へ
の対応について、他の家族と共に学び、自分自身の
心の健康回復を図りませんか。

飲酒の問題で悩んでいる、アルコール依存症
について知りたい家族

登米保健所（２階相談室）
東北会病院　大和田誠

せい

子
こ

氏
午後１時30分～３時30分

登米保健所（母子・障害班）
☎0220（22）6118
　※受付時間は午前8時30分～午後5時15分。
　※事前予約が必要で、相談は無料です。

㊋

㊋

㊋

㊋

㊋

㊋

㊋

㊋

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

昭
和
15
年
４
月
１
日
〜

昭
和
16
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

８
月
１
日
〜
11
月
30

日

登
録
医
療
機
関
で
の

個
別
受
診
と
な
り
ま
す
。対
象
者

に
受
診
案
内
と
冊
子
を
郵
送
し
ま

す

無
料

宮
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合（
給
付
課
）

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
１

　　

暮
ら
し
や
仕
事
、
健
康
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
解
決
方
法
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。相
談
は
無
料
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

】■
８
月
９
日（
火
）

①
受
付
時
間
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
、津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
②

受
付
時
間
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
、豊
里
公
民
館

■
8
月
23
日（
火
）①
受
付
時
間
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
、登
米
公
民

館
②
受
付
時
間
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
、錦
織
公
民
館く

ら
し・し

ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
と
も
ま
ち
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
４



26

　

登
米
市
民
病
院
で
は
、
総
合
案

内
な
ど
で
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

院
内
で
の
案
内
や
車
イ

ス
介
助
な
ど平

日
の
午
前
8
時
30
分

〜
正
午

年
齢
、
性
別
、
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
。
都
合
の
良
い
日

時
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

登
米
市
民
病
院
医

療
局
総
務
課
（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
７
９
５

❶
8
月
3
日（
水
）午

9
時
〜
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
▼
午
後

1
時
30
分
〜
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
❷
8
月
4
日（
木
）午
前
9
時
〜

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー
ル

❸
8
月
5
日（
金
）午
前
9
時
〜

ワ
ー
ド
▼
午
後
1
時
30
分
〜
エ
ク

セ
ル
❹
8
月
8
日（
月
）午
後
1
時

30
分
〜
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
編
集

各
研
修
項
目
ご
と
先

着
10
人（
選
択
し
て
受
講
可
能
）

【

】

7
月
29
日（
金
）・
電
話

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

◉
無
料
相
談
室

８
月
21
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午（
５
日
前
ま
で
予
約
）

石
越
公
民
館

◉
パ
ソ
コ
ン
教
室
①
ワ
ー
ド
＝

災害時安定供給施設

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

】南方住民情報センター（南方庁舎 2F）／市民または市内に勤務している人
情報センターのパソコンを使用しますが、所有のパソコンも持参できます
】参加者の受講テキスト代などで千円程度（講座により若干変わります）　

　南方住民情報センター　「るるぱ」☎0220（58）5557
　　　　　　　　　　　  開館日：火曜日～日曜日・祝日の午前 9時～午後 5時
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に
従
事
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

午
前
７
時
〜
正
午（
予
定
）

18
歳
以
上

9
月
30
日（
金
）

※
ス
タ
ッ
フ
に
は
昼
食
と
ス
タ
ッ

フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
用
意
。
以
前
の

大
会
で
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
お
持
ち
の

人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

カ
ッ
パ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局
（
登
米
総
合
体
育
館
内
）　

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
登
米
市
登

米
町
寺
池
目
子
待
井
10
番
地

☎
０
２
２
０（
５
３
）１
１
５
５

　

あ
な
た
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
花
火

に
込
め
て
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

８
月
13
日（
土
）午
後

７
時
〜
※
荒
天
時
8
月
14
日（
日
）

7
月
29
日（
金
）

▼
４
号
５
千
円
▼
5
号

8
千
円
▼
７
号
2
万
円
▼
8
号

２
万
５
千
円

長
沼
花
火
実
行
委
員
会（
夜
間
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
２
２

迫
総
合
支
所
市
民
課（
地
域
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
２
１
３

9
月
25
日
（
日
）

ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト
ラ

ン
ド
（
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

▼
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア（
男

子
・
女
子
・
混
合
）▼
カ
ヌ
ー:

小

学
生（
男
子
・
女
子
）・
中
学
生
（
男

子
・
女
子
）・
一
般（
男
子
・
女
子
）開

催
要
項
・
参
加
申
込
書
は
、迫
総
合

支
所
迫
教
育
事
務
所
、
ま
た
は
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
8
月
１

日
か
ら
配
布
し
ま
す

8
月
25

日
（
木
）

長
沼
レ
ガ
ッ
タ
実

行
委
員
会
事
務
局（
と
め
漕
艇
協

会
事
務
局
内
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
６
３
３

海
水
浴
の
案
内
状:

８
月
９
日

（
火
）
午
前
10
時
〜
正
午
、８
月
12

日
（
金
）午
後
７
時
〜
９
時
②
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
み
よ
う

:

８
月
16
日（
火
）午
前
10
時
〜
正

午
、８
月
19
日（
金
）午
後
７
時
〜

９
時
（
受
講
日
前
日
ま
で
予
約
）

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ソ

コ
ン
・
ネ
ッ
ト
・
み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

12
月
4
日（
日
）雨
天
決
行

登
米
総
合
体
育
館
周
辺

走
路
員
、給
水
係
、完

走
証
配
付
係
な
ど
※
そ
の
他
の
係

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。
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☎

▶

▶

▶

▶

▶

▶

☎
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納

付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
役
所
各
総
合
支
所
市
民
課
国
民

年
金
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

本
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
７

月
１
日
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
平

成
28
年
７
月
分
か
ら
平
成
29
年
６

月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て

審
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
さ
か
の
ぼ
れ
る

期
間
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
の
提

出
日
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
に

な
り
ま
す
。
申
請
を
忘
れ
て
未
納

期
間
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

】
市
民
生
活
部
国

保
年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

【
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

　　　　

旧
米
山
高
等
学
校
校
舎
等
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
三

幸
学
園（
東
京
都
）の
事
業
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。平
成
29
年
４
月
の

事
業
開
始
に
向
け
て
、８
月
か
ら

施
設
の
改
修
工
事
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、施
設
周
辺
を

大
型
工
事
車
両
な
ど
が
通
行
し
ま

す
。現
場
付
近
を
通
行
の
際
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
８
月
〜
平

成
29
年
２
月

広
域
通

信
制
高
等
学
校
運
営
、社
会
人
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営（
農
業
、
食

の
６
次
産
業
化
ほ
か
）、自
然
体
験

学
習
実
施
な
ど

企
画
部
企
画
政
策

課
（
企
画
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

  　

地
球
環
境
保
全
に
関
心
が
あ
る

人
や
、
市
内
に
南
三
陸
町
か
ら
仮

住
ま
い
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
見
学
会
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
登
米
総
合
支
所
か
ら
、

無
料
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

】8
月
20
日
（
土
）
午
前
9

時
25
分
〜
午
後
4
時
10
分（
予
定
）

受
付
：
登
米
総
合
支
所
前
、
午
前

9
時
25
分
〜
、
出
発
：
午
前
９
時

35
分
、
登
米
総
合
支
所
到
着
：
午

後
4
時
40
分

◎「
第
１
部
見
学
会
」
南
三
陸
の

山
林
・
丸
平
木
材
店
／
午
前
10
時

5
分
〜
午
後
０
時
45
分
◎
現
地
昼

食
（
昼
食
持
参
可
・
弁
当
（
千
円

（
税
込
））の
事
前
予
約
可
）◎「
第

２
部
セ
ミ
ナ
ー
」
午
後
１
時
10
分

〜
4
時
10
分

南
三
陸
町
戸
倉
の
宮
城
県
建
築
士

事
務
所
協
会
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

40
人（
先
着
順
）

無
料

8
月
10
日（
水
）

氏
名
、連
絡
先（
電
話
、フ
ァ
ク

ス
）、住
所
、生
年
月
日
、弁
当
注
文

と
登
米
総
合
支
所
か
ら
の
バ
ス
の

利
用
の
有
無
を
、電
話
、フ
ァ
ク

ス
、電
子
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い

Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
事
務
局

☎
０
２
２（
２
７
６
）５
１
１
８

０
２
２（
２
１
９
）５
７
１
３

死m
elon

＠m
iyagi.jpn.org

　遊休農地（耕作放棄地や不作付け地）
は、病害虫の発生の原因になるなど、周
辺地域の営農環境や生活環境に悪影響を
及ぼす恐れがあります。
　遊休農地の発生防止・解消や実態把握、
農地の違反転用を防ぎ、有効利用を図る
ため、農地利用状況調査（農地パトロー
ル）を実施します。
　調査の際、農地に立ち入り状況写真を
撮影する場合がありますので、ご理解・
ご協力をお願いします。

　７月下旬～９月
　農地利用状況調査員
　市内全域の農地
　農業委員会事務局（農地

管理係）☎ 0220（34）2317
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☎ ☎ ☎ ☎

㊋

㊌

◉

☎

㊌

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊍

◉

☎

㊏
◉

☎

㊐

◉

☎

　

河
川
堤
防
の
除
草
作
業
で
出
た

刈
り
草
を
、
肉
用
牛
の
飼
料
や
敷

き
ワ
ラ
と
し
て
必
要
な
人
に
無
償

で
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

刈
り
草
が
必
要
な

時
期
を
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ

き
ま
す
。
提
供
可
能
な
刈
り
草

（
ロ
ー
ル
状
）を
指
定
場
所
で
渡
し

ま
す

】
平
成
28
年
11
月
上

旬
ま
で

市
内
の
北
上
川
堤

防
ま
た
は
河
川
敷国

土
交
通
省
北

上
川
下
流
河
川
事
務
所
米
谷
出
張

所☎
０
２
２
０（
４
２
）２
２
１
１

　

南
方
保
育
所
で
は
未
入
園
の
お

子
さ
ん
も
保
育
所
で
遊
べ
る
よ

う
、
未
入
園
児
フ
レ
ン
ズ
デ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。参
加
費
は
無
料
。

３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
は
お
や

つ
が
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
場

合
は
保
育
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
年
間
を
通
じ
て
誕
生
会

や
夕
涼
み
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
行

事
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
育
児
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
気

軽
に
ご
参
加
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

】
南
方
保
育
所

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
３
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

と
め
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

で
は
、
皆
さ
ん
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
講
師
を
派
遣
し
、
大
人
も

子
ど
も
も
遊
び
の
心
で
つ
な
ぎ
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
効
果
で
ハ
ッ
ピ
ー
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
事
務
局　

矢
野

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
４
８
０

　　　
「
は
っ
き
り
し
た
症
状
が
な
い

け
ど
い
つ
も
と
違
う
」「
救
急
車

を
呼
び
た
い
け
れ
ど
軽
症
だ
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」。
迷
っ
た
と
き

や
不
安
な
と
き
は
救
急
車
を
呼
ん

で
く
だ
さ
い
。
到
着
し
た
救
急
隊

が
、
医
学
的
に
緊
急
性
を
判
断
し

病
院
を
選
択
し
ま
す
。

　

特
に
次
の
よ
う
な
症
状
の
と
き

は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

◉
突
然
の
激
し
い
頭
痛
や
嘔
吐

◉
う
ま
く
話
せ
ず
、
口
や
顔
の
片

方
が
ゆ
が
む

◉
突
然
、
片
方
の
腕
や
足
に
力
が

入
ら
な
い

◉
突
然
の
胸
痛
や
呼
吸
困
難
な
ど

　

救
急
車
の
利
用
や
救
急
講
習
な

ど
、
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
警
防

課（
救
急
救
助
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

面
接
相
談
、電
話
相

談
と
も
要
電
話
予
約

月
〜
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

登
米
市
教
育
研
究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

   

相
続
し
た
不
動
産
の
相
続
登
記

は
、不
動
産
の
所
在
地
を
所
管
す

る
法
務
局
に
申
請
が
必
要
で
す
。

「
土
地
を
売
り
た
い
け
ど
、何
代
も

相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
た
の
で

手
続
き
が
進
ま
な
い
」な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も

早
め
に
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ

う
。

仙
台
法
務
局
登
米
支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　

市
で
は
、弁
護
士
、司
法
書
士
と

協
力
し
、債
務
の
返
済
な
ど
に
つ

い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
日
は
月
２
回
で
す
。秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、行
政
評
価
委
員
が
、民

間
、市
民
の
視
点
で
各
種
事
業
に

助
言
を
す
る
外
部
評
価
を
公
開
で

実
施
し
ま
す
。

8
月
１
日（
月
）午
前
10
時

15
分
〜
午
後
4
時

市
役
所
迫
庁
舎（
２
階
大

会
議
室
）　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、ま
た
は
総
合
支
所
市
民
課
窓

口
に
配
置
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

事
前
の
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。な
お
、傍
聴
者
の
質
問

は
受
け
付
け
ま
せ
ん

市
の
最
終
判
断
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、結
果
を
参
考
に

予
算
編
成
や
今
後
の
行
政
活
動
の

改
善
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す

企
画
部
企
画
政
策

課（
行
政
改
革
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

学
業
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
、

子
ど
も
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
市

教
育
研
究
所
で
は
、
経
験
豊
か
な

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
教
育

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
専
用
電
話
も
用
意

し
て
い
ま
す
。市

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

２
階
教
育
相
談
室

※
来
所
の
際
は
、
直
接
２
階
相
談

室
前
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

８
月
５
日（
金
）、８
月
19

日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15

分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

５
日
＝
柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（
司
法

書
士
）、19
日
＝
開か

い
ほ
つ発
健け

ん

次じ
（
弁
護

士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

】無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４　

　　
「
職
務
経
歴
書
や
志
望
動
機
の

書
き
方
が
難
し
い
」「
働
き
た
い

け
ど
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な

ど
、
就
職
や
仕
事
に
関
わ
る
悩
み

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

古
川
駅
前
ふ
る
さ
と
プ

ラ
ザ

月
曜
日
〜
土
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

15
〜
39
歳
で
仕
事
を
し

て
い
な
い
人
、も
し
く
は
そ
の
家

族

相
談
、登
録
は
無
料

】電
話
で
予
約

み
や
ぎ
北
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〒
９
８
９
―
６
１
６
２
大
崎
市
古

川
駅
前
大
通
1
丁
目
５
番
18
号
ふ

る
さ
と
プ
ラ
ザ
１
F　

☎
０
２
２
９（
２
１
）７
０
２
２

HP
：http://saposute.roukyou.

gr.jp

　　

年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
で
す
。前

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

㊊、 ㊊

㊊ ㊋ ㊊　

㊊ ㊊ ㊊、
㊊

㊊ ㊊、 ㊊

　　　　　☎
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（平成28年6月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,576 10,200 10,848 21,048 （▲7）

登米 1,801 2,373 2,588 4,961 （▲4）

東和 2,409 3,281 3,407 6,688 （0）

中田 4,986 7,711 8,175 15,886 (▲11）

豊里 2,143 3,355 3,404 6,759 （▲8）

米山 2,837 4,639 4,853 9,492 （▲13）

石越 1,604 2,514 2,601 5,115 （▲9）

南方 2,654 4,292 4,530 8,822 （1）

津山 1,199 1,693 1,833 3,526 （5）

合計 27,209 40,058 42,239 82,297 （▲46）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○夏休みを控え、子どもたちや若者の解放感から起こる事
故や、夏のレジャーによる疲労運転等から起こる事故が発
生することから「事故を起こさない」「事故に遭わない」
ために正しい交通ルールの実践をお願いします。

（平成28年6月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H28 H27 増減数

人身事故
発生件数 122件 132件 ▲１0件

死者数 ０人 １人 ▲１人

負傷者数 154人 183人 ▲29人

物損事故
発生件数 756件 774件 ▲１8件

※平成28年１月からの延べ件数

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 曇り
消防署北出張所（石越） 0.05 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.06 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.05 曇り
消防署西出張所（南方） 0.05 曇り

８
月
25
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

８
月
23
日（
火
）❶
午

前
９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸

午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。　

　
　

　

終
戦
記
念
日
に
合
わ
せ
て
、髙

倉
勝
子
本
人
の
被
爆
体
験
を
描
い

た
「
原
爆
の
図
３
部
作
」を
伝
承
。

髙
倉
勝
子
に
哀
悼
の
意
を
込
め
、

仙
台
在
住
の
愛
弟
子
、新
藤
圭け
い

一い
ち

氏
と
千
葉
勇ゆ

う

作さ
く

氏
の
作
品
と
と
も

に
髙
倉
勝
子
の
歩
み
を
展
示
。

夏
の
特
別
企
画
展
「
悠
久

の
祈
り
‐
随
想
展
」

８
月
13
日（
土
）〜
9
月
11

日（
日
）午
前
9
時
〜
午
後
４
時
30

分

髙
倉
勝
子
美
術
館
「
桜
小

路
」

】大
人
２
０
０
円
、高
校
生

１
５
０
円
、小
中
生
１
０
０
円

登
米
市
髙
倉
勝
子

美
術
館
「
桜
小
路
」

☎

０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

８
月
４
日（
木
）午
後
５

時
45
分
〜（
雨
天
中
止
）

石
越
病
院
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
石
越
駅
か
ら
徒

歩
５
分
）夜

店
、盆
踊
り
、ス
テ
ー
ジ

演
奏
ほ
か

夏
祭
り
事
務
局

（
な
ご
み
の
里
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）

☎
０
２
２
８（
３
５
）５
０
５
５

８
月
６
日（
土
）午
後
５
時

30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

介
護
老
人
保
健
施
設
な
か

だ
駐
車
場（
雨
天
時
は
デ
イ
ケ
ア

ホ
ー
ル
）舞

踊
、お
楽
し
み
大
抽
選

会
、出
店
、打
ち
上
げ
花
火
な
ど

医
療
法
人
仁
泉
会

介
護
老
人
保
健
施
設
な
か
だ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

担
当　

稲
邉

☎
０
２
２
０（
３
５
）２
６
５
５

８
月
20
日（
土
）

◉
午
前
の
部
▼「
ロ
ラ
ッ
ク
ス
お

じ
さ
ん
の
秘
密
の
種
」
午
前
10
時

上
映（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

◉
午
後
の
部
▼
「
ミ
ニ
オ
ン
ズ
」

午
後
1
時
30
分
上
映（
午
後
1
時

開
場
）

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

幼
児
〜
大
人

無
料
・
予
約
不
要

市
視
聴
覚
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

▼
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

に
出
席
し
、
全
国
の
広
報
マ
ン

と
情
報
交
換
。
彼
ら
の
仕
事
に

向
き
合
う
姿
勢
や
考
え
に
、
非

常
に
刺
激
を
受
け
た
。
負
け
ら

れ
な
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、

多
く
の
仲
間
た
ち
が
異
動
で
広

報
を
離
れ
た
。
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
続
け
た
彼
ら

の
後
姿
を
忘
れ
な
い
。（
及
川
）

▼
３
歳
６
カ
月
健
診
の
む
し
歯

の
な
い
子
の
写
真
は
広
報
に
初

め
て
載
る
機
会
。
パ
パ
、
マ
マ

の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
分
か
る

の
で
す
て
き
な
写
真
を
撮
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

自
分
が
納
得
で
き
る
写
真
は
あ

ま
り
撮
れ
て
い
ま
せ
ん
。
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。（
千
葉
）

▼
市
内
で
は
、毎
年
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。夏
は
お
祭
り
や
花
火
な

ど
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
、毎
年
開
催
さ
れ

て
も
、毎
年
違
う
顔
を
見
せ
、参

加
者
も
さ
ま
ざ
ま
。そ
の
時
、そ

の
場
所
で
し
か
見
ら
れ
な
い
一

瞬
を
逃
さ
な
い
よ
う
、記
録
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。（
田
代
）

　明治30年代に、東和町嵯峨立神楽が流伝し、創
設された登米町唯一の神楽「登米町岡谷地南部神
楽」（以下、岡谷地神楽）。保存会々員は現在11人お
り、小山さんは唯一の中学生として活動している。
　小山さんは「神楽は難しいけど、きれいに舞えた
ときがすごく楽しい」と魅力を語る。
　神楽を始めたのは３年前。祖母京

きょう

子
こ

さんの静岡
県函南町在住の同級生が、岡谷地神楽と、とよま囃
子を招待。真衣さんは、とよま囃子の一員として参
加し、遠く離れた静岡で初めて岡谷地神楽を見た。
　その時の演目「三

さん

番
ば

叟
そう

」に釘付けとなった。三番
叟は、式舞の演目の一つで、日本神話を題材にして
いる。全身を大きく使ったダイナミックな動きと、
指先まで神経の行き届いた繊細さに、一気に引き
込まれた。舞手が女性と知り「自分も舞いたい」と、

すぐに保存会へ入会した。
　初練習は、神楽の基本動作「足の運び」。見ると簡
単そうな動きは、実際にはかなり難しく、小山さん
は「足が何回も絡まりました」と当時を振り返る。
その後、練習に欠かさず参加し、めきめきと上達。
三番叟を舞うまでに成長した。
　「真衣ちゃんは影で努力する子。本人は口にしま
せんが、見えないところで努力しています」と話す
のは渡邊有

ゆ

紀
き

子
こ

さん。渡邊さんは、小山さんが神楽
を始めるきっかけとなった三番叟の舞手。入会以
降、小山さんは渡邊さんを姉のように慕っている
　「神楽はずっと続けたいし、いつか有紀子さんの
ように三番叟を舞いたい」と笑顔で語る小山さん。
　「舞」を追求する「真衣」さん。神楽との出会いは、
その名の通り必然だったのかもしれない。

Profi le
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